
ミ

お^ヽダ
Ｘ
に。

'80

11月15 ﾖ

(昨年東公園で行われた初期消火訓練)

秋の全国火災予防運動(11月26日～12月２日)

　11月23日、「勤労感謝の日」は、勤労の厚さを重んじ、その勤労

のおかげで生産物に恵まれたことを祝い、互いにきょうの日を感謝

し合おうという「国民の祝日」です。

圃國厖〔よ〕[ﾘ]團團題l3圃翔〔昌脇[ｶ]園厖圈回

勤労感謝の日

No.4 3 6



２

消防本部予防課予防係　萱21－51 5 1（内線17

ノ
　
ー
’
一
一
一
　
レ
“
　
　
　
・

職
場
に
お
け
る
防
火
竹
理

体
制
の
整
備
推
進

　
・
焼
死
事
故
の
防
止
　
　
①

画

心
い
八
四
お
の
選
任
と
消
防
計

①
　
寝
た
き
り
老
人
家
庭
及
び
身
体
　
②
　
消
防
用
設
備
等
の
設
置
の
促
進

　
不
自
由
者
等
の
家
庭
の
は
握
と
出
　
　
及
び
維
持
管
理
の
徹
底

　
火
原
囚
の
排
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
店
舗
、
工
場
な
ど
、
内
容
に
応

②
　
二
方
向
の
避
難
路
や
避
難
手
段
　
　
　
じ
た
通
報
、
消
火
、
避
難
訓
練
の

　
の
確
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尖
施

③
　
非
常
ベ
ル
や
簡
易
型
火
災
警
報
　
　
　
　
地
琥
ぐ
る
み
Ｇ
自
<

I
'
防
災

　
器
の
普
及
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
本
　
リ
　
　
　
　
‘
　
　
　
Ｊ
“
．

④
カ
ー
テ
ン
や
じ
ゅ
う
た
ん
ヽ
寝
　
　
　
’
Ｉ
ル
巾

の
充
実

　
具
な
ど
の
防
炎
製
品
等
の
普
及
推
進
　
　
①
　
各
防
災
防
犯
協
会
の
組
織
力
の

　
　
　
●
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11月26日～12月２日W
　
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
全
国
の
火
災
に
よ

る
死
者
は
戦
後
最
高
の
二
、

〇
七
二
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

毎
日
ど
こ
か
で
五
～
六
人
の

か
た
が
火
災
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

岡
崎
市
に
お
い
て
も
、
今
年

七
月
に
北
部
地
区
で
発
生
し

た
建
物
火
災
で
三
人
の
姉
弟

が
焼
死
し
た
の
を
は
じ
め
、

十
月
末
ま
で
に
七
人
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
冬
に
向
か
い
火
災
の
多
発

す
る
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、

市
民
の
尊
い
生
命
と
貴
重
な

財
産
を
火
災
か
ら
守
り
、
災

害
の
絶
無
を
期
す
た
め
、
十

一
月
二
十
六
日
～
十
二
月
二

日
ま
で
″
秋
の
火
災
予
防
運

動
″
を
下
記
の
重
点
目
標
に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
住
民
ひ
と
り
ひ
と

り
が
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
認

識
し
「
災
害
の
な
い
住
み
よ

い
町
づ
く
り
」
に
協
力
し
ま

し
よ
う
。

　
強
化
と
指
導
の
推
進

②
　
大
規
模
地
震
等
の
大
き
な
災
害

　
に
備
え
て
組
織
的
な
各
極
訓
練
の

　
実
施

③
　
防
災
講
習
会
等
の
開
催
に
よ
り
、

　
消
火
器
、
三
角
巾
な
ど
応
急
資
材

　
の
使
用
法
の
熟
知
と
技
術
の
向
上

④
　
ガ
ス
器
具
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

　
ど
の
点
検
整
備
の
励
行

主な各種行事

期
間
中
の
音
響
宣伝

｜

丿

　
火
災
予
防
巡
動
の
期
間
中
、
毎
日

午
後
九
時
に
、
サ
イ
レ
ン
（
3
0
秒
間
）

及
び
警
鐘
（
一
点
打
）
を
吹
打
鳴
し

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
我
が
家
か
ら

恐
ろ
し
い
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

聚　行　事託ら,．名。 実施日 時　　間 場　　　　所

防火管理者資格取得講習会 1.1月20口(-り
　～21 日扮

午前９時00分 消防本部3階講堂

一　日　消　防　署　貝 11月25日脚 午後３時00分

福祉施設火災救助訓練11月26日出 午前lOi佃O分 福祉の村

婦　人　防　火　教　室 11月27日出 午前９時30分 消防本ri|) 0 階講堂

消防団員家族慰安会 11月28日溺 午後1 時oo分 市民会館

危険物移動タンク等立入検査 未定 未　定 東名高辿道路
岡崎インターチェンジ



４

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
去
る
十
‐
‥
ニ
ト
六
日
、
巾
議
会
議

‥
‥
い
一
般
選
挙
の
投
票
か
巾
内
六
ト
四
力

所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
開
票
の
結

米
、
次
の
四
十
四
名
の
巾
議
会
議
Ｈ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

－

中
根
己
代
治

ぺ岩

中
町
　
無
所
属
）

－＆_　ざ.'.
月り几

八本

二∧

･ν-.-くレ

　一一

宿田

町正

民己

社

党Ｗ

筑成

津田

町栄

無治
所
弓

呈松

合下

町勇

民夫
社
言

成
田
秋
一

べ松

本

町

八

田

廣

心梅

園

町

郎無
所
属
）

子日
本
共
産
党
）

尾
藤
輝
央

（
竜
泉
寺
町

広
瀬

（
梅
園

福
尾

（
桑
谷

藤
井

（
本
宿

倉町

日
本
共
産
党
）

吉自
由
民
主
党
）

町昌

無＿
所
属
）

松

田

旭

ら鴨

田

町

朗公
明
党
）

三
島
栄
太
郎

（
井
田
町

宮
川

（
久
後
崎
町

村
松

（
在
家
町

白
由
民
主
党
）

達無
所
属
）

武無
所
属
）

憲無
所
属
）

山
崎
盛
三
郎

（
福
岡
町

自
由
民
主
党
）

町義

4旺

／

l

ゝゝ

M

所

属

心

芙

山

西田

町

鉦

ｊ･ゝゝ

:iIE:

所

属

Ｗ

m細

栗井

町幸

゛彦
明
党
）

工渡

地辺

町五

郎民
社
党
）

青
山

（
舞
木

天
野

ら

＿111.

町茂

無男

所

属
Ｗ

名
一
丁
目

良町

荒
井

（
材
木
町

市
川
清

（
中
島
町

宇
野
欽

（
曙
　
　
町

梅
田

（
田
　
　
町

大
久
保
　
正

（
八
帖
町

隆無
所
属
）

雄無
所
属
）

実無
所
属
）

行無
所
属
）

也無
所
属
）

操無
所
属
）

正日
本
共
産
党
）

奥

村

昭

司

ら六

供

町

加

藤

円

ら矢

作

町

加

藤

繁

（
束
大
友
町

公
明

住無
所

行

加
藤
清
市

（
島
坂

加

納

（
井
田

町町

党

｀心ノ

属

心

日
本
社
会
党
）

市自
由
民
主
党
）

JCSc

．ヨ．

神
谷
永
」

（
岡
　
　
町

河
ふ
Ｉ

心明河

澄

ら才

栗

町

無
所」

無
所

神
取

（
美
合

畔
柳

（
井
内

近
藤

（
栄

佐
伯

（
筒
針

武

史

町

畠

光町隆町恒町

民
主
党
）

夫無
所

属
心

八八

崎田

町－
　皿

鉦g|5
所

属
Ｗ

志白
‥
山
民
主
党
）

教民
社
党
）

属

｀心ノ

一沢
/1ノ

針田

町舎
　田

鉦･m

所

属

心

属

心

公輝
明

嘗

亨自
由
民
主
党
）

●

柴

田

紘

（
大
門
三
Ｌ
目

長
坂
満

哀長石

津田川

一無
所

次

属

心

町
　
無
所
属
）

　
　
博

町
　
無
所
属
）
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の
ハ
Ｆ
！
Ｔ
演
奏
会

　
岡
崎
市
内
の
小
中
学

校
の
代
表
千
三
百
名

が
一
堂
に
会
し
て
繰
り

広
げ
る
音
楽
の
一
大
絵

巻
。
全
国
の
関
係
者
の

注
目
を
集
め
、
市
民
の

中
に
定
着
し
た
「
岡
崎

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
次

　　「未来に夢を」をメーンテーマに。各ブローｙクが趣向をこ
らした演廃こをします。

第1部

の
よ
う
な
内
容
で
開
か
れ
ま
す
。

　
と
き
　
十
一
月
二
十
三
日
向
（
勤

労
感
謝
の
日
）
午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

　
と
こ
ろ
　
岡
崎
市
民
会
館

　
主
催
　
岡
崎
市
・
岡
崎
市
教
育
委

貝
会
・
岡
崎
市
現
職
教
育
委
貝
会
音

楽
部

ブロック ブロックテーマ 出　　場　　校

束 おもいで

根石z

藤川/

甲山「

ヽ、男川ﾉ

ヽ、山中･

1、美丿卜

ヽ、美合/

ヽ、本宿/

1、東海に

ヽ、緑丘.小、竜谷小、

ヽ、生平小、秦梨小、

1、河合巾

西 ゆ　め

連尺小、六名小．愛宕小．矢束小、矢北小、

矢西小、矢南小、梅園小、附属小、城北中、

矢作中、

南

　　　　　｜羽根/

ぶ∩昌

ヽ、岡崎小、三島小.dr.芙丘小、福岡小、

ヽ、六中小、六北小、六南小、南中、

１六ッ美中

北 ともだち

広幡/

細川/

恵田･

ヽ、井田小、大樹寺小、大門小、岩津小、

ヽ、常磐小、常南小、常東小、奥殿小、

ヽ、葵中、岩津中、常磐中、香山中

　歌劇「アイーダ」より第2幕の終唱を中学校ブラスバンド・合唱

部の選抜合同で演奏し、フィナーレは「大空賛歌」を全員で合唱し、

「さような飢の歌で例年のように静かに幕を閉じます。

第2部（

12月４日～１０日

名古屋法務局岡崎支局

　　　　　　　　2552 Cレユ1 1 G

T↑同気瓦斤T↑:iIﾖ茫ｷ目fl炎室

　　　　　　　　Cf23　G '1 i) 'Z

　
心
配
ご
と
・
人
権
相
談
の
開
催

●
家
庭
内
の
心
配
ご
と
、
近
隣
関
係

の
困
り
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
に
か

・相談日程

月　日 時　　　間 場　　　所

12月４日出 午後1時～4時 市民相談室

μ　　５日溺

μ　　６日出 午前10時～12時Ｉ　　　μ

μ　　８日㈲ 午後1時～4時 μ

μ　　９日肉 矢作市民センター

/)　10日凩 東部市民センター
・人権擁護委員

___‥_______．

母
人
権
の
共
存
－
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か

な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

ヽ
喜
一
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

争
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う

ぎ
ら
ず
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
、
秘
密
で
す
。

氏　　名 住　　　　所 電話

荒川義次 矢作町字馬乗101 31－3368

石原辰太郎 西魚町35 24－0678

伊藤義郎 井田町字南40－1 22－6676

大久保　　定 連尺通２丁目9 21－0796

大竹庄二 明大寺町字狐塚23 51－1086

小柳次雄 岫越町字下川成1 31－3668

佐々木ヤチヨ 亀井町2丁目34 21－7585

杉浦恵造 八帖町字往還通60 22－0249

竹内忠光 井田町字荒居41 22一2137

堀井三平 明大寺町字東長峰24－432 51－2090

峰沢佳行 能見通１丁目85 24 －1466
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新
年
交
礼
会
を

　
竜
美
丘
会
館
で
開
催
し
ま
す

　
　
申
込
み
は
十
一
月
二
十
日
ま
で

秘
書
課
渉
外
係

岡
崎
商
工
会
議
所

　
昭
和
五
十
六
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
恒
例
の
新
年
交
礼
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
日
時
　
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時

１

運賃改正により

寿バス優待乗車券の

利用方法が変わります

4 7豊23 －6 1社会生活課老人係

公
二
＝
Ｔ
』
六
〇
〇
九

豊
五
三
‐
‘
六
一
六
一

　
場
所
　
岡
崎
市
竜
美
丘
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
大
寺
町
）

　
会
費
　
一
人
二
百
円
（
当
日
会
場

で
交
礼
タ
‥
刺
帳
を
差
し
上
げ
ま
す
）

　
申
込
先
　
市
役
所
市
長
公
室
秘
書

課
又
は
岡
崎
商
工
会
議
所

　
申
込
期
限
　
十
一
月
二
十
日
（
木
）

　
申
込
方
法
　
交
礼
名
刺
帳
を
作
成

す
る
た
め
、
所
属
（
官
公
庁
、
団
休
、

会
社
、
町
名
等
）
及
び
氏
名
を
記
し

た
文
書
に
会
費
を
添
え
て
お
巾
込
み

く
だ
さ
い
。
’

第
九
回
東
海
青
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

期
日
　
昭
和
五
十
六
年
二
月
七
日

（
土
）
～
十
四
日
（
土
）
七
泊
八
日

　
研
修
訪
問
地
　
中
華
人
民
共
和
国

（
上
海
・
南
京
）

内
容
　
現
地
研
修
（
視
察
・
見
学
・

万
一
に
備
え
て

　
　
県
民
共
済
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

消
防
署
　
容
二
Ｉ
　
五
一
五
一

　
【
火
災
共
済
一

　
五
十
万
円
を
一
単
位
と
し
て
、
一

世
帯
で
建
物
・
家
財
あ
わ
せ
て
最
高

一
千
万
円
ま
で
契
約
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
借
家
に
お
住

ま
い
の
か
た
で
も
家
財
（
三
百
万
円

ま
で
）
に
契
約
で
き
ま
す
。

　
【
生
命
共
済
】

◇
効
力
発
生
　
中
込
月
の
翌
月
一
日

か
ら
効
力
が
発
生
し
ま
す
。
（
毎
月
二

十
日
ま
で
の
申
込
者
に
限
る
）

◇
加
入
資
格
と
条
件
　
①
年
齢
が
十

四
歳
六
ヵ
月
以
上
、
六
十
五
歳
六
ヵ

月
未
満
の
人
。
た
だ
し
、
加
入
後
六

十
六
歳
に
な
る
場
合
は
、
年
度
末
（
二

｜

｜

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

社
会
教
育
課
青
少
年
係
　
豊
二
三
－
六
四
三
四

親
善
交
歓
会
な
ど
）

　
参
加
資
格
　
①
市
内
に
在
匯
す
る

ナ
八
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
青
年

②
在
学
中
の
か
た
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
団
体
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
た
、
夜
問

学
生
、
各
種
学
校
生
徒
は
参
加
で
き

ま
す
　
③
青
年
団
休
あ
る
い
は
市
教

育
委
員
会
の
推
薦
の
あ
る
青
年

　
参
加
経
費
　
二
十
六
万
円
（
渡
航

手
続
き
は
別
途
料
金
）

　
募
集
人
員
　
約
十
名

　
申
込
締
切
　
十
一
月
三
十
日
（
日
）

　
主
催
　
束
海
青
年
洋
上
セ
ミ
ナ
ー

尖
行
委
貝
会
・
岡
崎
市
青
年
団
休
連

絡
協
議
会
（
公
五
一
－
四
一
〇
四
）

月
末
）
で
契
約
切
れ
と
な
り
ま
す
。

②
無
診
査
で
す
が
。
効
力
発
生
前
日

に
お
い
て
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人

（
医
師
の
診
断
に
よ
る
）
。
ま
た
は
受

陽
し
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◇
加
入
手
続
き
　
印
鑑
（
銀
行
届
け

印
）
、
預
金
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

◇
契
約
期
間
　
一
年
で
す
が
、
脱
退

の
連
絡
が
な
い
と
き
は
、
毎
年
自
動

的
に
更
新
と
な
り
ま
す
。

◇
利
益
配
当
金
　
一
年
ご
と
に
収
支

計
算
を
行
い
。
剰
余
金
は
配
ぬ
金
と

し
て
お
返
し
し
ま
す
。

雇
用
保
険
に

　
加
入
し
ま
し
よ
う

　
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
豊
二
Ｉ
Ｉ
一
一
六
一

回
事
業
所
で
働
く
み
な
さ
ん
へ

　
慟
く
み
な
さ
ん
が
自
分
の
都
合
と

か
会
社
の
都
合
な
ど
で
離
職
さ
れ
た

場
合
、
家
庭
の
生
活
は
大
き
な
不
安

に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
備
え
て
雇
用

保
険
に
加
入
し
、
生
活
の
安
定
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

＠
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　
雇
用
保
険
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
事

業
主
に
も
①
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発

給
付
金
　
②
心
身
障
害
者
雇
用
奨
励

金
　
③
定
年
延
長
奨
励
企
　
④
雇
用

調
整
綸
付
金
　
⑤
継
続
雁
用
奨
励
金

な
ど
、
各
仕
の
給
付
金
、
奨
励
金
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
の
か
た
に
寿
バ
ス
優
待
乗
車
券
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
来
る
十
二
月
一
日
か
ら
バ
ス
（
国

鉄
バ
ス
、
名
鉄
バ
ス
）
の
運
賃
が
改

正
さ
れ
、
最
初
の
一
区
間
が
九
十
円

か
ら
百
円
に
か
わ
り
ま
す
。

　
現
在
お
手
元
に
お
持
ち
の
寿
バ
ス

優
待
乗
車
券
（
九
十
円
券
）
を
十
二

月
一
口
以
降
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、

不
足
分
に
つ
い
て
は
現
金
を
足
し
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

｜
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ス
利
用
に
つ
い
て
お
願
い

○
　
朝
夕
の
通
勤
時
間
の
乗
車
は
、

　
一
般
の
お
勤
め
の
か
た
に
影
響
が

　
あ
り
、
ま
た
危
険
で
す
。
特
別
の

　
必
要
で
な
い
限
り
、
こ
の
時
間
は

　
乗
車
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ

　
さ
い
。

＠
　
降
り
る
と
き
は
、
？
目
に
ブ
ザ

　
ー
で
合
図
し
、
あ
わ
て
な
い
で
、

　
止
ま
っ
て
か
ら
降
り
る
よ
う
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。

＠
　
降
り
た
ら
バ
ス
の
直
前
や
、
近

　
く
を
歩
く
の
は
危
険
で
す
。
発
車

　
を
待
っ
て
、
安
全
を
確
か
め
て
’
か
ら

　
歩
き
だ
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

正
月
向
き
料
理
講
習
会

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
喜
び
を
こ
め
、

家
庭
で
で
き
る
正
月
向
き
料
理
を
作

り
ま
す
。

　
日
時
　
十
二
月
十
二
日
（
金
）

○
午
前
の
部
　
十
時
一
十
二
時
三
十

分
　
＠
午
後
の
部
　
一
時
土
二
時
三

十
分

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
指
導
者
　
兵
藤
　
栄
氏

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

は
実
費
千
円
で
購
入
し
て
い
た
だ
き

７
　
ま
す
）

一
　
　
募
集
人
員
　
各
三
十
六
名
（
定
員

　
　
を
越
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

働
く
婦
人
会
館
　
ａ
二
三
　
二
九
六
三

　
定
し
ま
す
）

　
　
対
象
者
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
婦

　
人
（
学
生
は
除
く
）

　
　
申
込
方
法
　
官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に

　
①
一
日
教
室
名
　
②
住
所
　
③
氏
名

　
④
電
話
番
号
　
⑤
午
前
・
午
後
の
部

　
別
（
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
、
住
所
、

　
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を
必
ず
記
入
し

　
て
、
十
一
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

　
ま
で
に
、
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
伊
賀

　
新
町
十
番
地
三
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会

　
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

　
込
み
ハ
ガ
キ
は
一
人
一
葉
に
限
り
ま

　
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
公
共
職

業
安
定
所
又
は
県
労
働
部
雇
用
保
険

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＠
申
込
み
・
問
合
せ
參

消
防
署

消
防
署
束
分
署

き
二
∇
‐
一
五
一
五
一

豊
五
一
－
一
九
六
九

消
防
署
西
分
署
　
容
三
一
－
五
〇
五
〇

　
″
北
分
署
　
萱
二
Ｉ
上
一
〇
二
〇

　
″
南
出
張
所
萱
五
一
－
三
三
五
〇

火

災

共

斉

建物の用途 疼啼掛會
I叫B朗
I"にうゝ

共済金の最高限度

専用住宅

木心
牟?図川ｊ 1叫

未満

I野以上

匹恥篇

2叫旺li

.1≫T-*丿耳

圃呼

以上
剛人

If- 50(1円

聯㎞t

ゐhせて

.10(1)1円

　まで

500万I'l

　まで

ad万円

　まで

l.αO万

円まで
-･-

併用住宅

卜心
年』.700円

耐火
年l.l㈲I'J瞳物のみ

2ひ0皿円

　まで

11K1万|"l

　まこ

7UOV7円

　まで

9巾'):円

　まで

作柴場

併用住宅

-till

i|--2.550111
家財のみ

(tl耳言t.')

wo万円

　まで

20Q万円

　.*■;:■

3U0刀円

　まで

300万円

　までi!'k
胴,7刈ii

凛世の

アパート●
家財のみ|Ofl万円

木遣の

アパート類
年1.3011Ml

生

命

共

済

Oift障とH額掛金 i口,IOD円 2 a 2,000円 3□ 3,COD円

文姐堺故で

死亡したとき

m額蜀o万円
内訳■
一時血l㈲丿円，
年會総額300万円

脈皿m万円

内訳・

一町倉300万円－

年金総鯖iiOc)万円

総ia 1,2圃万川
内訳・
一略會MO万円一
年會総額泗】万円

不慮の下故で
meしたとき 200'IJ刈 ■101)万円 GOO万円

病気で
死亡したとき 】00万円 soo万円 30077円

ぶ指 ]00万円～
　10万

200万PI-
　20万円

3007j円～
　30万円

7漂1船¶ 1 HI.sou円 １廿3,0011円 1 a i.50fl円

移
動
婦
人
教
養

　
　
　
講
座
を
開
催

　
社
会
教
育
課
指
導
係

　
　
　
　
　
昔
二
三
　
六
四
三
四

　
日
時
　
十
二
月
一
日
（
月
）
　
午

後
一
時
土
二
時
三
十
分

　
会
場
　
岡
崎
信
用
金
庫
本
店
二
階

ホ
ー
ル

　
演
題
　
八
十
年
代
の
子
＼

_
_
ど
家
庭

　
購
師
　
束
洋
大
学
教
授
　
山
忖
健

二
氏

　
定
員
　
五
百
名

　
そ
の
他
　
入
場
無
料
。
希
望
者
は

教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
指
導
係
へ

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催

岡
崎
市
体
育
館
　
豊
五
三
－
一
八
一
一

　
日
時
　
十
二
月
上
二
月
　
毎
週
金

曜
日
　
午
前
九
時
～
十
二
時

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

体
育
館

　
資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

　
募
集
人
員
　
五
十
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
）

　
受
講
料
　
三
千
円

　
申
込
締
切
日
　
十
一
月
二
十
九
日

　
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
六
名
本
町

七
番
地
　
岡
崎
市
体
育
館
内
テ
ニ
ス

教
室
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
○
使
用
球
は
協
会
で
負

担
　
＠
開
佼
式
は
十
二
月
五
日
（
金
）

午
前
十
時
（
受
付
九
時
三
十
分
）
よ

り
岡
崎
公
園
体
育
場
で
行
い
ま
す
の

で
、
開
校
通
知
の
届
い
た
か
た
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
＠
ラ
ケ
ッ
ト
等
は

希
望
者
が
あ
れ
ば
協
会
で
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。
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市
で
は
、
市
内
に
お
け
る
小
売
価

恪
の
動
向
を
見
る
た
め
、
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
の
か
た
の

協
力
を
得
て
毎
月
訓

在
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
表
は
、
八
月

か
ら
十
月
ま
で
の
平

均
価
格
の
推
移
を
表

わ
し
た
も
の
で
す
。

十
月
の
調
在
結
果
で

は
、
前
年
に
比
べ
鶏

卵
（
三
三
・
七
％
）
。

砂
糖
（
二
六
％
）
、
み

そ
（
一
九
・
八
％
）
、

し
ょ
う
油
（
一
六
％
）

の
値
上
が
り
が
目
立

ち
ま
し
た
。
特
に
鶏

卵
は
、
需
要
の
伸
び

と
生
産
調
整
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
価
格

が
上
昇
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
砂
糖
は
、

ソ
巡
、
キ
ュ
ー
バ
の

不
作
を
背
景
に
世
界

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

供
給
不
足
に
な
る
と
い
う
予
想
か
ら
、

海
外
粗
糖
相
場
が
急
騰
し
た
た
め
、

机
糖
の
輸
入
価
格
も
上
昇
し
、
こ
の

た
め
小
売
価
格
が
上
昇
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
日
常
の
買
物
の
目
安
と

し
て
く
だ
さ
い
。

調査品　目 規　　　　格

10　　　　月 毎月の平均価格

平均

価格

対前

月比

対前

年比 8}］ ９月

う　る　ち　米 中米A ・ 10 kg 4,170"'＋O.H％
＿％ il73''' 4,135円

み　　　　そ マルサンミックス1kg 248 十2,1 十19.8 239 243

し　よ　う　油 キッコーマンパ■/クμ 290 ＋3.9 十16.0 £73 279

牛　　　　乳 l,OO(㎡ 223 －0.9 土　引　221 225

インスタントコーヒー ネスカフェ150 g 1,034 －0.4 十6.9 1.027 1,038

砂　　　　糖 上白・袋入・1kg 276 十1.1 十26.0 272 273

と　　う　　ふ １丁（約450 g) 89 －1.1 十12.7 87 90

鶏　　　　卵 M ■パック10個入 25'1 刊7.6 十33.7 231 216

豚　　　　肉 巾（もも} 100 g l　159 十3.2 156 154

トイレットペーパー G5 m - ZZ. 皿ミ
シ･-口入・４個組 211 －1.4 213 214

ガ　ソ　リ　ン レギュラー･無鉛□t　141 十2.9 144 137

市
史
編
さ
ん
周
囲
（
示
八
）

ず
た
ず
た
の
一
枚
岩
盤

　
野
外
調
査
を
し
て
い
て
、
最
近
地

元
の
方
に
。

　
「
こ
の
辺
に
は
断
層
と
い
う
も
の
が

　
あ
る
の
か
ね
ご

と
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｓ
Ｆ
映
画
『
日
本
沈
没
』
を
皮
切

に
、
地
震
災
害
に
か
か
わ
る
い
ろ
い

ろ
な
情
報
が
豊
富
に
な
り
、
市
民
に

地
震
に
対
す
る
防
災
思
想
が
よ
く
普

及
し
て
米
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

が
こ
れ
は
ど
よ
く
浸
透
し
て
い
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
地
震
と
い
え
ば
、
昭
和
二
十
年
の

三
河
地
震
は
記
憶
に
生
々
し
い
。
い

わ
ゆ
る
直
下
型
地
震
で
、
今
で
も
三

ヶ
根
山
麓
に
は
、
当
時
の
地
割
れ
や

土
地
の
食
い
違
い
（
断
屑
）
な
ど
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
断
層
は
、
一
般
に
は
断
崖
と
同
じ

よ
う
な
も
の
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　
動
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
大
地
も

実
は
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
の
伸
び
・

縮
み
の
力
が
加
え
ら
れ
て
か
な
り
歪

ん
で
い
る
。
こ
の
歪
み
は
地
盤
の
弾

力
で
、
あ
る
程
度
は
持
ち
こ
た
え
て

い
る
が
、
あ
る
日
突
然
、
そ
の
限
界

に
達
す
る
と
大
地
が
断
ち
割
れ
、
歪

み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
放
出
さ
れ
る
。

こ
の
時
の
振
動
が
地
震
で
あ
り
、
そ

の
割
れ
た
面
が
断
層
で
あ
る
。
断
層

は
、
昔
の
地
震
に
よ
る
大
地
の
古
傷

で
あ
る
。

ち
割
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
来
た
。

　
一
年
半
の
調
査
の
間
に
断
層
の
面

に
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
（
而
の
延
び
と

傾
き
を
測
る
道
具
）
を
あ
て
た
露
頭

は
三
百
を
越
し
て
い
る
。
一
か
所
に

何
枚
も
の
断
層
面
を
持
つ
場
合
が
多

い
の
で
、
断
層
そ
の
も
の
を
測
っ
た

数
は
千
に
近
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の

測
定
泣
は
岡
崎
の
土
地
の
成
り
立
ち

（
地
史
）

　巴川断層によってもみくちゃにされた花尚岩の露頭。ハンマーの

位置が断層面のーつ、写真全体が破砕帯になっている(北斗台団地)

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

資
料
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、

そ
の
規
棋
は
幅
が
数
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
破
砕
帯
か

ら
単
な
る
割
れ
目
程
度
の

小
規
模
の
も
の
ま
で
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
し
て
も
ち

ろ
ん
こ
の
す
べ
て
が
地
震

の
巣
と
い
わ
れ
る
活
断
屑

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
か
な
り
の
古
傷
が

大
勢
を
山
‥
め
る
。
ま
た
。

他
地
域
に
比
較
し
て
特
に

多
い
と
い
う
わ
け
で
も
な

Ｘ
Ｉ
Ｑ

Ｌ
Ｖ

し
か
し
、
一
枚
岩
盤

と
い
わ
れ
た
岡
崎
の
基
盤

が
実
は
傷
だ
ら
け
で
あ
っ

た
と
は
…
…
。

　
さ
て
、
昔
か
ら
岡
崎
は
み
か
げ
石
　
「
俺
の
家
の
下
に
は
断
層
を
引
く
な

の
一
枚
岩
盤
で
で
き
て
い
る
か
ら
地
　
　
よ
」

震
に
は
大
丈
夫
と
よ
く
言
わ
れ
て
き
　
と
脅
迫
？
し
た
人
が
い
た
が
、
実
際

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
訓
査
で
、
　
気
に
な
る
事
実
で
あ
る
。

一
枚
板
と
い
わ
れ
る
岡
崎
の
土
台
石
　
　
自
然
（
地
質
）
班
　
調
査
委
員

も
。
実
際
は
か
な
り
ず
た
ず
た
に
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
昭
次

す
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秋
を
彩
る
第
３
回
「
岡
崎
ま
つ
り
Ｌ
が

1
0
月
2
5
・
2
6
日
の
二
日
間
に
杓
た
っ
て
開

催
。
写
真
は
元
気
よ
く
伝
馬
通
り
を
練
り

歩
く
子
供
み
こ
し
列
　
　
　
（
１
０
月
2
5
日
）

６
ぎ
一
’１

ニ

｜

　さ杓やかな秋空のもと、「三河の菊ま

つり」が岡L段公園と康生通りのビル街で

盛大に開催されました。

　　　　　　　　　　　　　（11月３日）

　
造
形
お
力
ざ
き
つ
子
展
。
「
走
れ
、
ぽ
く

ら
の
夢
の
列
車
Ｌ
を
テ
ー
マ
に
幼
稚
園
児
、

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
の
作
品
約

四
万
二
千
点
を
展
示
。
　
　
（
1
0
月
2
6
日
）

　
岡
崎
市
田
子
福
祉
会
運
動
会
が
、
東
公

園
広
場
で
親
子
元
気
に
楽
し
く
行
わ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
月
３
日
）

奪争奪今や争奪争令争奪率φ争奪争命令φ争奪争令争ぞ争奪争棄争べ(‥率み今や率棄今や率奪争奪争奪率奪争奪争奪争

市
政
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
Ｗ
ｅ
；
;
局
1
1
1
1
番

巾
か
ら
の
お
し
ら
せ
、
行
事
の
案
内

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
ｅ
？
＾
局
1
1
1
2
番

休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知
ら

せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
登
校
拒
否
に

つ
い
て
）
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

子･

ど
一
兜，

｢お田うえかんのん」

矢作町　11月16日～30日

　　　　　a2i局1113番

I

し



　　　　-10一

命

ｅ感

旬

　、　　　'/.　　　　／’

χ(::)
'>　・、,/∂

　のクｊ｀へ

　
小
学
校
へ
入
学
す
る
時
期
を
迎
え

ま
す
と
、
我
が
子
の
心
身
の
発
達
が

気
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
専
門
の
先

生
に
よ
る
「
就
学
の
た
め
の
教
育
相

談
」
を
開
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
相
談
日
の
方
法
　
学
校
教
育
課

　
（
≫
2
3
1
6
4
3
9
）
　
へ
電
話
で
、

Ｈ
月
末
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
相
談
の

う
え
連
絡
し
ま
す
。

　
対
象
者
　
昭
和
5
6
年
度
入
学
児
童
、

小
中
学
佼
在
学
児
童
・
生
徒

　
相
談
助
言
者
　
愛
知
教
育
大
学
教

授
　
池
田
勝
昭
氏
、
杉
浦
小
児
科
医

院
院
長
　
杉
浦
寿
康
氏
、
岡
崎
養
護

学
校
長
　
鈴
木
柘
郎
氏
、
安
城
養
護

学
校
長
　
佐
藤
典
郎
氏
、
岡
崎
児
童ｉ

相
談
所
　
沢
田
忠
治
氏
、
福
祉
の
村

（
ｕ
Ｕ
ｙ
茲
）
館
長
　
阿
部
輔
良
氏
、
六

ッ
美
中
学
校
長
　
太
田
昇
氏
、
六
名

小
学
校
長
　
稲
垣
茂
氏
、
教
育
長
補

佐
　
藤
井
清
氏

　
そ
の
他
　
幼
碓
園
。
保
育
園
、
小

中
学
校
の
先
生
と
相
談
し
、
保
護
者

同
伴
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
好
評
の
岡
崎
墓
回
で
は
、
Ｈ
月
の

日
曜
墓
地
相
談
日
を
、
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
か
ら
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
1
1
月
3
0
日
向
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時

　
場
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公
園

管
理
事
務
所
（
岡
崎
墓
園
入
口
）

　
内
容
　
墓
地
利
用
相
談
の
受
付
、

現
地
案
内
や
説
明
等
を
し
ま
す
。

12月の

こよみ
１日　歳末助け合い運動(～31日）

　　おかざき魚安売デー

人椛週間（～10日）

おかざき青果物安売デー

大■fi

おかざき鶏肉安売デー

12月定例市議会

冬至

クリスマス

岡定資産税・都市計画税

　（第3期）の納期限

官公庁御用納め

おかざき精肉安売デー

年越し、大はらい、除夜

の鐘

４日

６日

７日

10日

上旬

22日

25日

27日

　
そ
の
他
　
墓
地
利
用
の
申
込
み
等

の
手
続
を
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
永
代
使
用

料
の
納
入
は
、
後
日
に
通
知
し
ま
す
。

　
期
日
　
1
2
月
１
日
鼎

○
時
間
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

　
場
所
　
井
田
西
集
会
場

　
　
　
　
　
　
（
井
田
八
幡
宮
境
内
）

　
主
催
　
井
田
学
区
献
血
会

＠
時
間
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時

　
場
所
　
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー

　
主
催
　
岩
津
・
恵
田
学
区
献
血
会

　
献
血
の
手
順
　
①
受
付
（
満
1
6
歳

以
上
6
5
歳
未
満
）
　
②
体
重
測
定

　
（
男
4
5
に
昭
、
女
4
0
㎏
以
上
）
　
③
血

圧
・
比
重
測
定
（
最
高
血
圧
１
０
０

％
以
上
、
比
重
Ｉ
・
０
５
２
以
上
）

29日

31日

④
採
血
（
２
０
０
㎡
）
　
⑤
献
血
手

帳
交
付

１
２
月
前
期
の

　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
ｔ
．
2
2
‘
5
４
３
６

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
午
前
８

時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ

Ｘ
ｌ
Ｏ

Ｆ
Ｖ

15
日

㈲

13
日
山

12
日

吻

ｎ

日
出

10
日
出

９
日
㈹

８
日
剛

６
日
山

５
日
吻

４

日
出

３

日
團

２

日
㈹

１

日
月)

収

集
日

４矢
区作

　１
　区

　２
　区

　３
　区

東

レ
社

宅

矢西
作本
５郷
区｀

　北
　木

　那

　暮
　戸

名名3丁真
新本丁目宮
町町目｀町

　｀1 ■向｀
三区六山六
時・名町名，

町2 束｀甫
　区町六１
　　｀｀名・

　六六2 2

1 3六久
lﾂﾞ

ﾄﾞﾌ

m ■±

班

ズ

ゴ

崎｀

不
吹

区羽
詐

5区
乱

駒

３羽
痩

４山‰

　ａ

リ
豺
ド≒

靖
祐
‰
昌必

区桂

・東

3 ｀

区陸

　｀束

羽本

限1

西区

新一

　　２

収

集
実

施
町

名

た
こ
作
り

　
　
講
習
会
の
案
内

社
会
生
活
課
Ｂ
Ｂ
ｓ
会
事
務
局

　
　
　
　
　
豊
2
3
　
6
1
4
5

岡
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
ａ
5
3
　
5
0
４
5

＼

　
市
民
の
連
帯
と
明
る
い
杜
会
づ
く

り
を
め
ざ
し
行
わ
れ
る
、
五
万
石
た

こ
あ
げ
大
会
川
大
だ
こ
、
小
だ
こ
の

作
り
方
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
町
内
会
、
子
供
会
、
各
種
団
体

の
か
た
が
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
日
時
　
Ｈ
月
2
9
日
山

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
場
所
　
橋
目
町
　
三
菱
自
動
車
工



　
　
業
㈱
岡
崎
体
育
館

き
　
　
講
師
　
浮
凧
愛
好
会
　
高
忖
春
吉

ざ
　
氏
ほ
か

　
　
　
申
込
先
　
岡
崎
市
役
所
社
会
生
活

力
　
課
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
事
務
局
（
酋
2
3
－
６
１

お
　
４
５
）
又
は
岡
崎
青
年
会
議
所
（
豊

　
　
5
3
1
1
0
0
4
.
０
)

市政だよ昭和55年11月15日11

　
そ
の
他
　
冬
の
な
典
五
万
石
た
こ

あ
げ
大
会
は
２
月
2
2
日
間
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
　
家
庭
問
越
（
夫
婦
、

相
続
、
生
き
が
い
等
田
り
ご
と
）

　
日
時
　
1
2
‥
‥
い
３
日
附
・
1
7
日
出

　
　
　
　
午
後
１
時
Ｉ
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
鴎
く
婦
人
会
館

「
⑤
Ｍ
・
」

　
　
収
納
課
　
　
豊
2
3
－
６
１
１
５

・
国
民
健
康
保
険
料
（
第
３
期
）

・
国
民
年
金
保
険
料
（
第
３
期
）

　
納
期
限
1
1
2
月
１
日
㈲

　
今
川
は
。
国
民
健
康
保
険
料
・
国

民
年
金
保
険
料
（
第
３
期
）
の
納
期

で
す
。
お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
、

　
た
だ
し
。
納
税
組
合
で
納
付
さ
れ

る
か
た
は
、
各
組
合
で
決
め
ら
れ
た

収
納
取
扱
日
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
員
　
家
庭
裁
判
所
調
停
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
久
子
氏

　
相
談
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
お
早
め
に
、
働
く
婦

人
会
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
坊
本
的
生
活
習
樅
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
淑
、
睡
眠
、
く
せ
辱
）

▼
吐
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
厦
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
1
2
日
‥
４
日
、
Ｈ
‐
、
1
8

日
、
2
5
日
（
卵
週
木
曜
日
）

　
相
談
員
　
巾
社
会
教
育
指
導
只

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
俊
房
氏

　
申
込
方
法
　
電
話
2
3
1
1
6
4
3
3

へ
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
、

・
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
●
　
●
・
　
Ｉ
　
―
　
ｌ
　
ｅ
　
軋

美
術
館
の

　
催
し
も
の

豊
5
1
ｊ
4
２
８
0

●●　●

デ
ッ
サ
ン
教
室
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
汐
一
月
５
日
～
７
日

第
３
回
働
く
者
の
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
り
一
月
５
日
～
７
日

天
生
流
園
の
会
い
け
ば
な
展

　
　
　
　
　
　
　
１
９
一
月
６
日
～
７
日

ゆ
き
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
展

　
　
　
　
　
　
　
1
9
1
月
６
日
～
７
日

昭
和
5
5
年
度
年
末
助
け
合
い
色
紙
即

売
展

　
　
　
　
　
　
　
1
2
月
1
2
日
1
1
4
日

第
７
回
岡
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
展

　
　
　
　
　
　
　
1
2
月
1
2
日
～
1
4
日

開
校
５
周
年
記
念
第
５
回
竜
美
丘
小

学
校
展
覧
会

　
　
　
　
　
　
　
１
９
一
月
2
0
日
～
９
１
一
日

・
入
場
無
料
・
開
館
時
間
　
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
人
館
は
、
午
後
５

時
3
0
分
ま
で
'

ｖ
＞
ｔ
行
事
と
も
最
終
日

は
、
閉
館
時
間
か
早
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

1
2
月
の

　
自
動
車
文
庫

　
み
ど
り
号

；
１
‐
１

図
書
館
　
雲
5
1

C
s
J
C
S
J
i
O―

▼
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ

時
3
0
分
）
　
▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校

　
（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）

▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校
（
午
後
３
時

～
４
時
）

▼
大
門
小

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
）

　
▼
大
樹
寺
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5

分
～
Ｈ
時
4
5
分
）
　
▼
常
磐
小
学
校

（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼

常
磐
東
小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

▼
男
川
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
六
ッ
美
南
部
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
‘
・
ｔ
２
時
3
0
分
）
　
▼
柵
岡
小

学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

▼
本
宿
学

区
公
民
館
（
午
前
1
0
時
～
Ｈ
時
3
0
分
）

■
Ｎ
　
1
　
―
^

＊
ｉ
Ｑ
４

＼

^
1

―

^
^
　
―
＾

ｒ
-
1
　
-
７
-
;

t
*
J
　
Ｎ

^
　
/

▼
山
中
小
学
咬
（
午
後
１
時

3 0
分

～
２
時
3
0
分
）
　
▼
藤
川
小
学
校
（
午

後
３
時
～
４
時
）

▼
恵
田
小

学
校
（
午
前
９
峙
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
）

　
▼
岩
汁
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分

t
~
~
*
時
4
5
分
）
　
▼
細
川
小
学
校
（
午

後
１
時
3
0
分
Ｉ
３
時
）
　
▼
奥
殿
小

学
校
（
午
後
３
時
3
0
分
～
１
時
）▼

矢
印
束

小
学
校
（
午
前
1
0
峙
3
0
分
～
1
1
時
3
0

分
）
　
▼
矢
作
西
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
矢
作
北

小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）▼

生
平
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
秦
梨
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分

～
２
時
3
0
分
）
　
▼
常
磐
南
小
学
校

　
（
午
後
３
時
～
４
時
）

▼
美
合
束

部
農
協
（
午
前
1
0
時
3
0
分
Ｉ
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
緑
座
小
学
校
（
午
後
１
時

3
0
分
１
２
時
3
0
分
）
　
▼
竜
谷
小
学

校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

※
天
候
等
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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郵
便
局
か
ら
の

お
願
い

岡
崎
郵
便
局

豊
剥
‘
－
9
０
０
0

㈱
小
包
は
1
2
月
1
5
日
ま
で
に

　
1
2
月
に
は
お
歳
暮
な
ど
贈
答
用
を

中
心
と
し
た
小
包
が
人
‥
厄
に
差
し
出

さ
れ
ま
す
。
1
2
月
半
ば
を
過
ぎ
ま
す

と
年
穴
状
の
処
理
と
重
な
り
ま
す
の

で
、
遅
く
と
も
1
2
月
1
5
日
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

㈱
年
賀
状
は
1
2
月
2
0
日
ま
で
に

　
今
年
も
り
一
ｕ
1
5
‐
か
ら
年
貿
状
の

引
き
受
け
を
始
め
ま
す
が
I
＼
皿
に

先
方
へ
お
川
け
す
る
た
め
、
遅
く
と

も
1
2
月
2
0
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ

・
年
賀
状
に
は
郵
便
番
号
を
正
し
く

　
岡
崎
郵
便
局
で
は
、
今
年
か
ら
郵

便
番
号
自
動
読
取
区
分
機
を
配
備
し

ま
し
た
の
で
、
郵
便
番
号
が
書
い
て

あ
れ
ば
区
分
機
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

区
分
け
し
ま
す
。
郵
便
番
号
は
正
し

く
は
っ
き
り
と
、
ま
た
あ
な
た
の
郵

便
番
号
も
忘
れ
ず
に
お
書
き
ぐ
だ
さ
い
。

㈱
あ
ら
か
じ
め
方
面
別
に
区
分
け
を

　
年
賀
状
を
お
出
し
の
際
は
「
市
内

あ
て
」
「
自
県
あ
て
」
「
県
外
」
と

あ
ら
か
じ
め
区
分
し
、
そ
の
旨
の
紙

片
を
付
け
て
、
輪
ゴ
ム
な
ど
で
束
ね

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
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軽症うつ病

岡崎医師会

　　　　頭が痛い、重い、つかれ易い、安眠の感じがしない、

　　　味が変った、食欲がない等の訴えで内科耳鼻科等その他

　　　を訪問し治療をうける人が多くなっています。訴え方がは

　　　きはきしていて内容も整然としているために軽症うつ病、

　　　あるいは仮面うつ病が発見されにくいのです。

　　　　身体症状の背景として消極的な行動しか出来ず、食思

　　　にも好き嫌いが目立ち、何事にも大儀がる状態が出て来

　　　たり、更に過去の症状を聴いていくと、抑うつ気分が出

　　　現していることが度々あります。生活態度や環境が影響し

●　ていることが少なくないので日常生活の改善が必要です。

(((

職場の人間関係、職業の転換、育児、結婚、子供の受験　　;■

など複雑な社会情勢も無視することは出来ません。自

覚症状が長期にわたる時は、精神科医へ紹介していただ

く事も必要と思います。性格や環境の精神衛生が病気の

発生に大きな役割をもっているからです。

●芦;9　離乳食講習会

対　象　３ヵ月から６ヵ月児の母親

持参するもの　母子健康手帳

　　　　　　　　　　　　　(岡崎保健所　022－2501)

=r#　　　　巡回健康相談

相談内容　市保健婦による保健指導、血圧測定・検尿・

　　　　　乳児相談・その他

日　程　表　　　　(保健課健康管理係　豊23－ 6084）

日 時　　　　　問 場　　所

12日
出

午nil9心30分～n時30分
大平市民センター

午後１時30分～3 11徊0分

19 L」

吻

午前９時30分～11時30分

午後１時30分- 3時30分
　東部市民センター

-　－

12月の

12

:爾建だより

動などで

血行をよくしよう

厚生経済部保健課

　　　豊23－6179

VC、　｀／■n　λ

es）

　⊃ﾚｼ

　　と寸

　手足が冷えて夜寝つかれないなど、冷え症もこうして

くるとつらいものです。冷え症を治すには、血行をよく

することが肝心です。

　卜冷えの原因

　冷え症の原因は自限神経失調の場合が多く、よく屑こ

りなどをともないます。

　自律神経は呼吸、循環、消化、吸収、体温などをつか

さどる神経系で、寒暖に応じて血液の流れを調節する働

きがありますが、変調をきたすと血液の循環がスムーズ

にいかなくなり、冷えを生します。

　●冷えの処分せん

　血行をよくするには全身運動、入浴などで゛血のめぐ

り″をよくするのが良い方法です。指圧、針、灸、乾布

まさつも治療効果があがります。

　偏食は禁物。食事は質、量とも不足なくとり、貧血気

味の人は、とくにタンパク質、鉄分、カルシウム、ビタ

ミンの摂取に気を配りましょう。

　就寝前に少量のお酒、薬用酒を飲むのも冷えをやわら

げます。

　･・日常の予防は

　腰や手足を冷やさないように心がけ、゛ダテの薄着″

などは避けて、下着をきちんとつけましょう。一日中座

って仕事をする人は、時々立って全身を軽く動かし、血

流を促します。日光浴や乾布まさつによる皮膚の鍛錬も

大切です。

　･･･女性特有の冷えは

　生理や出産、更年期障害などによるホルモン異常や貧

血、低血圧から起こる場介が女性にはたいへん多いので

す。

　上記の治療や予防法のほか、婦人科医に診てもらい医

師の指示に従いましょう。
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場　所　母子老人保健センター

　　　　(伊賀新町　励く婦人会館隣り　豊21－4825)

日　程　表

種　類 日　　　時 内　　　容

老人・成人

鯉康相鮫

　　９　日肉

午iiiiio時-11時30分
午後１時～*?時30分

血圧測定・検尿
保健指導

　　23 a 閃

午前10時～11時30分
午後l時－Z時30分

血圧洲定・検尿
保隨指導
医師の検診(午筏のみ)

・お母さんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　しゝ。

・１回目の教案は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参する物　母子健康手帳(なくても可)、筆記用具

受　講　料　無料　時間　午後１時

日　程　表　　　保m課健康管理係　023－6084)

回 日 場　　所 外tst. 内　　　　容

１

回

目

4 a閑 岡崎保健所 斟･

７の
詫

妊娠中の異常・栄養・歯の

衛生･妊娠中期の日常生活・

心と体の小備と赤ちゃんの｜
衣類の選ぴ方・映画　　ｌ18日困 青少年センター

太陽の峨

２

回

目

11日閑 岡崎保随所 妊以
mm

８の

力か
月た

妊:娠後期のa 常生活・入院

の時期と心構え・赤ちゃんｌ

の観察と取り扱い・およぴ

母子保健制度　　　　
｜

25日田
青少年センター
太隅の城

－　　　　　　
Ｚｆ　　　　３歳児健康診査

対

注

場

日

象

意

所

程

昭和52年11月生まれの子供

母子健康手帳持参、尿検査を実施します。

岡崎保健所（康生通西３の30　酋22－2501）

表

日 受付時間 対象学区

２日

㈹

午後１時～

　　　　２時30分

井田、美合．竜谷、藤川、緑

丘、梅園

９日

㈹

午前９時～

　　　10時30分
矢作（東・西・南・北）

午後１時～

　　　２時30分

羽根、岡崎．愛宕、岩津、常磐、

都路南･東、糾川、奥殿．恵田

16日

(火)

午後１時～

　　　2時30分

大樹寺、六名、柵岡、大門、
連尺

23日
　㈹

午前９時～

　　　10時30分

三島、六ッ美（北・中・南)．

城南、竜美li

午後１時～

　　　２時30分

根石、広幡、秦梨、山中、男
川、本宿、生平

市政だより お　か　ざ　き

１　保健婦の育児相談を受けるかた

　Ｏ受付時間　午前10時～11時30分

　Ｏ内　　容　休重・身長測定、育児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

※０３～４ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

　〇受付時間　午後１時～２時

　Ｏ内　　容　医師の診察、休重・身体測定、育児・栄

　　　　　　　養相談

３　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください。

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　き23－6084）

日 場　　　　所 区　　　　娘

２日出 青少年センター

　太陽の城(明大寺本町）

三鳥・城南学区

16日(-W 六名・連尺乍区

o日出

７日出

母子老人(it;健センター

^i賀新町働く婦人会館隣り１

井川・愛町・広幡学区

人尉寺一大門学区･常磐地区

19日(斜 悶崎勤労会館 限石・悔|旬学区

３日俐 南　部　公　会　堂 岡崎・羽m学区

・26日出
矢作市民センター

人作南・北学区

5 am 人作束･西学区i偶歓IIのA)

23日出 美　合　公　Ｋ　飢 美合･竜谷･紬丘･如w学区

9 a(-w 本宿町Ｍ川病院 本宿・山中学区

U日困 岩津市民センター 岩津･恵EiJ･細l||･奥殿学区

i6日(心 六ッ笑市民センター 六ッ美地＼K　　　　　！

８日㈲ 岡崎市医師会館 屯美丘学区

12日倒 善光寺堂(A [川 福岡学区(偶数月のみ)

※男川学区･河合地区のかたは、昭和56年１月に行います。

受付時間　午後１時~ 2時

内　　容　医師・幽科医師の診察、身体測定、育児・

　　　　　栄養相談

持参するもの　母子健康手帳

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　豊23－6084）

日 場　所 対象児 区　　　　域

４日出
母子老人保健
センター

昭和54年６月生
愛宕･坏川･常磐一大門一
大剛寺学区

１日四

岡　　崎

動労会館

|K1崎-羽似・福岡・似
石学区

15日㈲ 六才,･三鳥･辿尺学区

22日川
咆災丘・亡幡・城南・

碑園串区

18日Ⅲ
矢作市尺
センター

矢作地区

25日附
*: 部市艮
センター

昭和54年S月上 本宿･山中･藤ill･竜谷

24 a wo
大平市尺
センター

刀II1・英合･縁lr.学区一
刈余地区　　　　！

※指定の月日に都合の悪いかたは、

　寄りの会場で受けてください。

1 !λ8ヵ月までに最

※六ッ美･岩津地区のかたは、昭和56年１月に行います。
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突発急患者のための休日緊廓当直ggg 顔
12月の

休［1・夜間診療は急病の人のため　休日・夜間の急病はまず「かかりつけの医師」へ

ｒ７
㎜

　　　洒井医院
　　　　　(矢作)
　　　　酋31－2036

㎜

　　長坂記念病院
　　　　(能見)
　　　昔21－2032

㎜

　　にいのみ医院
　　　　(矢作)
　　　昔3卜5230

　緊

　急　当
　直

　担
　当

　時　間

　休

岡日

崎午
一一巾前
Ｓ９

ム時勺
豊]2
52時
卜

５後

7 2
１時
　Ｓ
　６
　時

　　　　　浅井医院欄　　
（康生東）

　　　　　　豊22－5467

牧野医院
　　（八幡1)
　021－0348

渡辺医院
　　（伝馬2)
　き22－0228

斉藤医院
　　(鴨田)
　豊22一2167

　　　　　山崎医院M　　

（幸田）
　　　　　ｓ幸田2－5225

岩瀬医院
　　(福岡)
　051－9036

杉浦医院
　　(羽根)
　酋51－1735

志貴医院
　　(上六名)
　豊53－1485

　　　　別府医院Ｉ　　

（鴨田）
　　　　　a22－4139

林　　病院
　　(広幡)
　023－5221

長坂記念病院
　(能見)
　豊21－2032

竹内医院
　　(松本)
　豊22－1260

ｒ　　村川　医院　！　大原医院ｌ　　

（十王2)　　ｉ　　（十王1)
　　　　　　豊21－4511　　　　　昔21－1585

山中医院
　　（伝馬4 )
　き21－8014

須田医院
　　（六供3）
　豊23－3170

ゞ　　長谷川医院　　渡辺医院I　　

（伊賀新）　　　　（福寿1)
　　　　倉23－i87i　　1　　豊23－8005

松下医院
　　(明大寺)
　051－5094

嶋田　医院
　　(鴨田南)
　登24－6555

l　≒E]ﾋﾞ
岡　田　医院

　　(六名東)
　豊53-8292

松下医院
　　(明大寺)
　S51－5094

康生病院
　　(康生南)
　き21－1340

I“j］1ｸﾞ
小島医院

　　（松本1}
　豊23－3381

鍋田医院
　　（中島）
　豊43一2046

鈴木医院
　　(幸田)

霖幸田2-4612

救急医療情報のご利用は→(^£2?"]白二)ぺ

　
眼
下
に
広
が
る
三
河
湾
を
眺
め
、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
国
民
宿
舎
桑

谷
山
荘
は
、
皆
様
の
保
健
休
養
施
設

と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
に
建
設
さ

れ
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
十
周
年
に
な

り
ま
す
。
施
設
も
会
議
棟
の
増
築
に

よ
り
、
一
層
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

宿
泊
、
休
憩
に
、
特
に
年
末
年
始
の

会
合
、
宴
会
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
ご
利
用
の
申
込
み

　
直
接
電
話
又
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
送
迎
バ
ス
の
ご
利
用

　
個
人
の
場
合
は
、
名
鉄
本
宿
駅
よ

り
送
迎
し
ま
す
。

　
十
名
以
上
の
団
体
の
場
合
は
、
市

内
ど
こ
で
も
送
迎
し
ま
す
。

●
利
用
料
金

　
一
人
一
泊
二
食
付

　
　
　
大
人
　
３
、
４
０
０
円

　
　
　
小
人
　
２
、
９
０
０
円

―
料
理

　
ｎ
乙
、

４

、
０
０
０
円
、
Ｑ
Ｕ
、
０
０
０
円
ヽ

０
０
０
円
　
そ
の
他
鍋
料
理
な

ど
一
品
料
理
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
国
民
宿
舎
桑
谷
山

荘
（
酋
4
8
－
2
8
5
5
）
　
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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